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12月定例議会の概要

　各委員会での主な議案審査状況

　議決一覧

　一般質問

市政への提言

前年度提言事項の検証シート公開

【お知らせ】　令和８年度から議会だよりの発行日が変わります。次回は、６月５日に発行予定です。　

市長に市政への提言を手渡しました

　令和８年度の予算編成や政策決定の参考と

して市政へ反映されるよう、４常任委員会が

調査を行った結果をまとめた提言書を、１月

15日に正副議長と４常任委員会委員長から市

長に手渡しました。
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12月定例議会の概要

月 定 例 議 会 を、11月25日から12月22日ま

での28日間の期間で開催しました。

　まず、初日の 11月25日には、市長から「令和

７年度鈴鹿市一般会計補正予算(第２号)」など

16件の議案が提出され、提案説明が行われまし

た。

　12月３日には、提出議案に対する質疑に引き

続き、３日、４日、５日および８日には、17名

の議員が一般質問を行いました。

　８日には、議案16件を各委員会に付託し、11

日、12日および17日に、各委員会で付託議案の

審査などを行いました。

　最終日の22日には、総務、文教環境、地域福

祉、産業建設および予算決算委員会委員長から

付託議案について審査結果の報告があり、４名

の議員が討論を行った後、採決の結果、議案16

件はいずれも可決しました。

　続いて、市長から「令和７年度鈴鹿市一般会

計補正予算 (第３号)」の議案１件が追加提出さ

れ、提案説明の後、質疑はなく、委員会への付

託を省略し、採決の結果、可決しました。

　最後に、２月19日までを休会とすることを決

定し、散会しました。

12

物価高騰の影響による学校給食の食材費の増額をはじめとした
令和７年度鈴鹿市一般会計補正予算 (第２号 )など 17議案を可決

各委員会での主な議案審査状況

議案第79号　鈴鹿市火災予防条例の一部改正について

　一般家庭で、たき火は基本的に認められていないと思うが、野焼きは可能で、

町でのたき火はできないという理解でよいか。

質 　疑

答 　弁

　鈴鹿市火災予防条例に、罰則規定はあるのか。

　今回、新たに設ける林野火災注意報は、努力義務であり、林野火災警報ならび

に従前どおりの火災警報には、鈴鹿市の火災予防条例での罰則はない。ただし、

火災に関する警報という形で、消防法で罰則規定が設けられている。

質 　疑

答 　弁

近年のサウナブームや相次ぐ林野火災への対応を整備

総務委員会

【概 要】

12月12日

　本条例が準拠している総務省令などの一部改正に伴い、簡易サウナ設備に関す

る基準を定めるほか、林野火災に関する注意報および警報の発令などに関する規

定整備を行おうとするもの。

　原則、屋外での焼却行為は県の条例で禁止されており、たき火も含まれる。一

部例外として、農業に伴う野焼きや慣習的な宗教行事などでの焼却行為、調理器

具を用いた簡易的なバーベキューなどの焼却は認められている。
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議案第74号　鈴鹿市立学校施設使用条例の一部改正について

　温度設定の目安など、施設運営の考え方は。

　熱中症を防ぐため、熱中症の指数値による使用の目安を設けているが、使用者

の体調管理・健康維持を優先とした使用を推奨していきたいと考えている。

質 　疑

答 　弁

　電気料金が想定よりも大きくなった場合の対応など、今後の使用料改定もあり

得ると考えてよいのか。

　使用料は、電気料金の実績に基づいているが、今後、電気料金の値上げや、他

自治体の設置が増加した際の状況なども参考に総合的に判断していく。

質 　疑

答 　弁

屋内運動場の冷暖房設備使用時の使用料について

【概 要】

12月11日

文教環境委員会

　小中学校の屋内運動場への冷暖房設備の設置が、令和７年度末に完了する予定

である。今後、夏場に多くの使用が見込まれ、電気料金の大幅な増加が予想され

る中、学校施設の使用に応じた相応の受益者負担（使用する方が、使用料を支払

う。）を求め、電気料金などの維持管理費用に充てようとするもの。

12月12日

地域福祉委員会

　令和８年４月１日から給付化される「こども誰でも通園制度」に伴い、事業者

が事業実施するために必要な認可基準および事業者が運営するために必要な基準

を定めようとするもの。

議案第70号　鈴鹿市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定

　　　　　　める条例の制定について

議案第71号　鈴鹿市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める

　　　　　　条例の制定について

　パブリックコメントなどは行っているのか。質 　疑

答 　弁

　今後、認可外保育施設も対象となるのか。

　まずは認可している施設での実施を考えているが、利用者が多く実施施設が足

りない場合は、認可外の施設も対象になる可能性はゼロではない。

質 　疑

答 　弁

こども誰でも通園制度の実施に向けて

【概 要】

　今回の条例は、国が規定した基準での制定であるため、パブリックコメントな

どは実施していない。事業開始後に、本市独自の政策を策定する場合があれば、

パブリックコメントや意見アンケートなどを実施しようと考えている。
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市営住宅（潮風の街磯山）

　マイナンバーカードで受給資格証の確認ができる場合は提示を省略できるが、

ひも付けていない方は、今までどおりの受給資格証が存続されるのか。

質 　疑

答 　弁

　本市で対象となる助成制度は。

　こども医療費、障がい者医療費、ひとり親医療費の３事業が対象となる。

質 　疑

答 　弁

議案第80号　指定管理者の指定について

　指定管理者が、鈴鹿駅から近鉄鈴鹿市駅周辺に設置予定としている管理事務所

は、独立した事務所を建てる予定か。

　現在、民間の賃貸事務所を探しており、契約期間は指定された５年間で借りる

予定であると確認している。

質 　疑

答 　弁

　入居者とのコミュニケーションは管理事務所で行うのか。

　指定管理者からの提案では、入居者の相談や手続は管理事務所で行うことを想

定しているが、高齢者や障がい者など、管理事務所へ申請に来ることが難しい方

に対しては、各団地の集会所に出向いて手続を行うとのことであった。

質 　疑

答 　弁

　設備の異常や修繕の相談は、コールセンターでの対応となるのか。

　コールセンターでは24時間365日電話対応を行

い、現地での対応が必要な場合は、管理事務所

のスタッフが現地に駆け付ける体制である。

質 　疑

答 　弁

　住宅の補修、改修も指定管理者が行うのか。

　修繕は、指定管理者が行い、その費用は指定

管理料に含まれているが、国の補助金を利用す

るバリアフリー工事や長寿命化改修工事は、引

き続き市が直営で発注する。

質 　疑

答 　弁

市営住宅に指定管理者制度を導入

【概 要】

12月11日

産業建設委員会

　市営住宅の管理運営の効率化や稼働率の向上により、市民サービスのさらなる

向上を図るため、令和８年度から市営住宅に指定管理者制度を導入することから、

その指定管理者を指定しようとするもの。

地域福祉委員会

　福祉医療費の受給資格者が福祉医療費の助成を受けようとする際に、マイナン

バーカード（個人番号カード）を提示することで、保険医療機関が資格情報を確

認できるときには、受給資格証の提示を省略できるようにしようとするもの。

議案第75号　鈴鹿市福祉医療費等の助成に関する条例の一部改正について

マイナンバーカードの提示で受給資格証の提示を省略

【概 要】

　マイナンバーカードとひも付けられた場合に受給資格証の提示が省略できる

が、ひも付けられていない方は省略できないため、今までどおり受給資格証を全

員にお渡しする。
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12月12日

予算決算委員会
　予算の審査は、総務・文教環境・地域福祉・産業建設の各分科会に分かれ、詳細に行い

ました。その後、予算決算委員会の全体会において、各分科会から審査の経過と結果の報

告を受け、審査を行いました。

　地域住民が会議などで使用するなど、多目的で利用されている。

　民間施設の津波避難ビルのトイレ改修を行うため、国に対し津波避難施設整備

事業補助金を申請する予定であり、その交付見込額を新規計上するもの。

　今回トイレを修繕する建物は、現在どのような目的で利用されているのか。

議案第65号　令和７年度鈴鹿市一般会計補正予算（第２号）

〇防災施設環境整備費／緊急避難場所整備事業費補助　225万円

質 　疑

答 　弁

総 務 分 科 会

緊急避難場所を整備

【概 要】

　この地域は津波浸水予測区域であり、当該施設

は、津波の指定緊急避難場所としている。そのため、

津波以外の災害における避難所利用について、施

設管理者との協議は行っていないが、施設管理者

の意向を確認して、今後の検討を進めたい。

　現在、津波避難ビルとして利用しているが、本

市の防災計画の中で、地震などでの避難場所とし

ての活用について、検討する余地はあるのか。

質 　疑

答 　弁

今回対象となる津波避難ビル

12月11日

　補正予算による１月以降の金額改定後として、１食当たり、幼稚園と小学校は

350.62円、中学校は405.64円となる。

　新米単価やその他の食材の物価高騰の影響により、現計予算では年度内の学校

給食の提供が困難となってきており、給食の質の確保に必要となる食材購入費用

を計上するもの。

　給食１食当たりの単価は。

議案第65号　令和７年度鈴鹿市一般会計補正予算（第２号）

〇学校給食費管理費／食材調達費　5,011万5,000円 

質 　疑

答 　弁

　給食用の米の価格は、毎年10月から翌年の９月末までを１年間として、新米の

単価が決定されており、今年度は、10月から３月末までの価格を10キログラム当

たり8,270円で、三重県学校給食会が業者と契約している。鈴鹿市は、炊飯した

米飯として三重県学校給食会から調達するという形をとっており、この10キログ

ラム当たり8,270円の単価が、年度末まで継続されると理解している。

　年度末までに市場での米の価格が下がった場合、給食用米の価格の変更はある

のか。 

質 　疑

答 　弁

物価高騰の影響による学校給食の食材費の増額

文教環境分科会

【概 要】
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12月12日

　利用人数の増加に伴って事業所数が増えているとは思われるが、サービスの支

給対象が増えていることと事業所数の増加が必ずしも直結しているとは考えてい

ない。児童サービスでは、圧倒的に放課後等デイサービスの利用者数が増えてい

る。本市が取り組んでいる５歳児健診をはじめ、発達検査の成果として、児童サー

ビスの利用を勧めていることにより、利用の増加につながっていると考えている。

　支給決定者数や延べ利用者数の増加などに伴い、事業費を精査した結果、各サー

ビスに係る負担金の増額または減額を行うもの。

　当初予算よりも増額になる理由を分析しているのか。

議案第65号　令和７年度鈴鹿市一般会計補正予算（第２号）

〇障害児通所支援事業費　１億1,000万円

質 　疑

答 　弁

障害児通所支援の増加

地域福祉分科会

【概 要】

　通常別々の図面があるが、今回のケースは地上部が解体済みであり、解体撤去

工事の実施設計書しか残っておらず、その図面には杭の図示がなかった。

　クリーンセンターの新施設は、旧東谷処理場の解体後に更地となっていた場所

に建設する計画だが、地下堀削工事中に旧東谷処理場の既設杭が発見され、撤去

が必要となったことに関連する費用を計上するもの。

　旧東谷処理場の建設工事において、その当時の土木工事、機械設備工事などの

図面が別々にあったのではないか。

質 　疑

答 　弁

　図面を信用して対応し、掘削した段階で判明する結果となった。今後は、万が

一のリスクにも気付けるよう、発注前に意識を高めて十分に注意する必要がある

と考えている。

　旧東谷処理場の解体撤去工事の実施設計書の図面では、既設杭が図示されてお

らず、杭の存在が事前に想定できなかったとのことだが、想定することはできた

のではないか。

質 　疑

答 　弁

【概 要】

クリーンセンター新施設建設に係る既設杭の撤去費用

〇クリーンセンター施設整備・運営事業費　

　債務負担行為補正（追加）　900万円

文教環境分科会



2026.2.20 鈴鹿市議会だより ７

設置予定と同型の授乳室

　サイズは、奥行きが120センチメートル、幅が180センチ

メートル、高さが200センチメートルの木製の箱型の授乳

室で、付属品として授乳チェア、おむつ交換台、照明、電

源コンセントがある。ベビーカーも入り、赤ちゃんと小さ

いお子様連れでも、余裕のある広さになっている。場所は、

保健センターの１階の東側の一角に空きスペースがあり、

そこに設置する予定である。設置前は、空き部屋を案内し

たり、赤ちゃんと親御さんの教室がある時は、部屋の一角

をパーテーションで仕切るなど、プライバシーに配慮し対

応していた。

　保健センターを利用する子育て中の女性の方が、気軽に安心して授乳できる環

境整備を行うもの。

　保健センターに設置する授乳室の仕様および設置場所について。また設置前は

どのように対応していたのか。

質 　疑

答 　弁

　設置する授乳室は１人用であり、赤ちゃんがたくさん来

場する教室などの際は、箱型の授乳室とあわせて、部屋の

一角をパーテーションで仕切り、プライバシーに配慮して、

授乳コーナーを設ける必要があると考えている。

　授乳室を複数人が使用したい場合の対応はどうするのか。質 　疑

答 　弁

【概 要】

【概 要】

保健センターに授乳室を設置

〇母子保健推進事業費／母子保健事業費　131万円 

地域福祉分科会

12月11日

産業建設分科会

議案第65号　令和７年度鈴鹿市一般会計補正予算（第２号） 

〇鈴鹿ＰＡスマートＩＣ ＥＴＣソフトウェア改修業務

  債務負担行為補正（追加）　2,500万円 

企業誘致を進めるための鈴鹿ＰＡスマートＩＣの改修

　ＮＥＸＣＯ中日本ではなく、本市が改修を行う理由は。

　ＥＴＣセンサーはＮＥＸＣＯ中日本の所有物であるため、当初はＮＥＸＣＯ中

日本に改修を要望していたが、ＮＥＸＣＯ中日本としては、費用対効果の観点か

ら費用負担をしていただけなかった。しかしながら、本市としては、物流業を中

心とした企業誘致を有利に進めることができるなどのメリットがあるため、本市

が費用負担を行うこととなった。

質 　疑

答 　弁

　鈴鹿ＰＡスマートＩＣ（鈴鹿パーキングエリアスマートインターチェンジ）にお

ける通行可能車両は現状、全長18メートル未満までの車両となっており、全長21

メートル～25メートルのダブル連結トラックは通行できない仕様となっているた

め、ＥＴＣセンサーを改修し、ダブル連結トラックを通行可能にしようとするもの。
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大阪・関西万博でのＰＲの様子

　令和３年度から返礼品の登録数を増

やすことに注力をするなど取り組みを

進め、当初約680点だった返礼品の登

録数が、現在では2,500点以上に拡大

している。また、近年の物価高騰の影

響で、消耗品や日常生活に欠かせない

返礼品への需要が高まっており、食品

用ラップやコーヒーが増加の要因と

なっている。

　令和７年度の寄附額が当初の見込みを上回っている状況を踏まえ、一括代行業

務に係る経費を増額計上するもの。

　寄附金が増えた要因は。質 　疑

答 　弁

【概 要】

寄附額が当初の見込みを上回ったことから経費を増額して対応

〇すずか応援寄附金推進費　4,600万円 

産業建設分科会

討論 （要旨） 討論は議案に対する賛否の態度、考え方を明らかにするものです。

＜議案第65号～議案第80号について＞

　議決後の給与改定を否定するものではないが、

遡及適用などについて議案質疑と審議課程で、

市民全体の利益の観点から合理的な配

慮を尽くしたのか説明がないこと、ま

た該当の議事文書も不存在であり反対。

議案第65号・議案第66号・議案第68号・
議案第73号に反対、その他議案は賛成

中西　大輔 議員

　議案第73号鈴鹿市職員給与条例等の一部改正に

ついて、今回の改定は、人事院勧告に基づき給与

水準を適正化し、将来の人材確保に必要

な措置で、公正な処遇の確保が職員の専

門性発揮と行政力の向上につながる。

全議案に賛成

新 緑 風 会市 民 の 声 加藤　公友 議員

　実技試験の免除など規制緩和となる地域限定

保育士制度は保育士不足の根本的な解決になら

ないため反対。保育士は多面的な専門職。

市が力を入れるべきは保育士の価値向

上と配置基準や処遇の改善である。

議案第77号・議案第78号に反対、その他
議案は賛成

高橋　さつき 議員

ないため反対。保育士は多面的な専門職。ないため反対。保育士は多面的な専門職。

　クリーンセンターの債務負担行為900万円の補正

は、原則変更ないと以前に答弁され、議会で決定

した工事金額であり、補正予算で増額さ

れることはあってはならないが、今回は

工事を進める必要性から賛成する。

全議案に賛成

森　喜代造 議員諸　派
（日本共産党）

自由民主党
鈴鹿市議団
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【全会一致で可決した議案など】

議案第67号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第75号

議案第76号

議案第79号

議案第80号

議案第81号

件 　　 名議案番号など

令和７年度鈴鹿市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和７年度鈴鹿市下水道事業会計補正予算（第１号）

鈴鹿市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

鈴鹿市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について

鈴鹿市行政組織条例の一部改正について

鈴鹿市職員給与条例等の一部改正について

鈴鹿市立学校施設使用条例の一部改正について

鈴鹿市福祉医療費等の助成に関する条例の一部改正について

鈴鹿市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について

鈴鹿市火災予防条例の一部改正について

指定管理者の指定について

令和７年度鈴鹿市一般会計補正予算（第３号）　

会派名

議員名

新緑風会 自由民主党鈴鹿市議団 市民の声 公明党 鈴和 無所属日本共産党

【賛成多数で可決した議案など（表決が分かれた議案など）】

【表決が分かれた議案などに対する各議員別の賛否状況　〇：賛成　×：反対】

議案番号など 件　　　名

議案第65号

議案第66号

議案第68号

議案第77号

議案第78号

議案第65号

議案第66号

議案第68号

議案第77号

議案第78号

令和７年度鈴鹿市一般会計補正予算（第２号）

令和７年度鈴鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

令和７年度鈴鹿市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

鈴鹿市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

鈴鹿市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

※会派名は、鈴和および日本共産党は諸派です。

※議長　野間芳実は原則として採決に加わりません。
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